
実施内容:立命館宇治高校に出前授業(5/18)
 

授業後アンケート結果

１ 面倒だった
２ 関心が無かった
３ どこに投票すべき　　　
　 か分からなかった

背景・目的

豊岡千怜（⽂学部4回⽣）
 ゼミメンバー 

⼭⼝詩央⾥（⽂学部4回⽣）

前⽥穂乃花（法学部１回⽣）

・実践的な授業が多かったから
・投票の重要性を知ることができたから
・クイズ形式で楽しかったから
・⾃分では調べようとしないことについて
知る機会があったから

選挙に⾏かない理由第26回参院選投票率

全体 →52.05%
10代→35.42%
20代→33.99%
（総務省「参議院議員通常選挙における年代別投票率の推移」） （明るい選挙推進協会（2022)

「若い有権者の政治・選挙に関する意識調査(第4回)-調査結果の概要-」）

高校生が持つ選挙のイメージを変える
2nd session

高校生が持つ選挙のイメージを変える
2nd session

①政治クイズ

候補者を選ぶ⽅法を
学ぶ機会の提供

選挙をより⾝近なものに

投票の意義を知ってもらう

「政治」「選挙」という、難しそうで
⽇常との結びつきもあまり感じられな
いものを、どうかみ砕いて話をする
か、メンバーともたくさん話し合いま
した。結果として、⾼校⽣からはポジ
ティブな声が多く聞かれ、私たちの活
動が少しでも⽇本の未来に役⽴ったの
ではないかと嬉しく思います。

毎⽇の中でも、友達や家族と政治の話
をすることで、周りに少しでも影響を

与えていきたいです。
（⼭⼝）

⾼校⽣に出前授業を⾏う上で、思いを授業
で伝えることの難しさを実感したのと同時
に、何度も話しあい決まった授業内容を⽣
徒の皆さんに聞いてもらえた達成感はとて
も⼤きかったです。⼀番の気づきは今の若
者は政治に関⼼がないのではなく、知る機
会・話す機会が与えられていないだけだと
いうことです。アンケート結果を⾒ても出
前授業は政治に関⼼を持ってもらうことに
対して効果があると実感できたのでこれか
らも活動を継続していきたいです！

（前⽥）

�ボートマッチを知ることができたから
�⽇本と海外の若者の政治参加の差に驚いたから

授業の感想では嬉しい⾔葉が沢⼭…
・とても楽しい授業でした。18歳になったので、投票しようと思いました。
・選挙をより⾝近なものとして感じました。
・これから実際に投票ができる年齢になっていくので、とても勉強になりました。

授業に関して⽣徒からはこんな質問が↓
Qボートマッチを知っている⼈はどれくらいいる？
Q⾃分の市では何党がどの⼈か知りたい
Q選挙がなくなったらどうなると思いますか？

質問内容とその回答
このQRコードから
読み取って是⾮⾒て
みてください！

②ボートマッチ ③模擬投票 ④他国との⽐較
✔ カフートを使ったゲーム形式
✔ 設問は「インターネット投票で
 投票率は上がった？」「⽇本の
 ジェンダーギャップ指数は？」
 など
✔ 解説で現状や詳細を説明

✔ ボートマッチ....選挙争点のいくつかの
 質問に答えることで、⾃分の考えに近
 い政党を知ることができるサイト
✔ 「憲法は改正すべきか」「年⾦受給年
 齢を引き上げるべきか、引き下げるべ
 きか」などの難しい争点は、グループ
 ごとに意⾒を書いてもらい、共有した
 憲法は時代に合わせて改正すべきとい
 う意⾒が多かったことが驚きだった

✔ 2023年統⼀地⽅選の京都府議選(宇治市・
 久世郡)を対象とした
✔ ボートマッチの結果で候補を選ぶ⽣徒、
 ⾼校のOBに好感を持って投票を決める
 ⽣徒、各候補者のInstagramやサイトを
 じっくり⾒て選ぶ⽣徒など、多様な選び
 ⽅が⾒られた
✔ 2クラスとも、実際の投票結果とは異なる
 候補者が当選&落選！

✔ 動画視聴
アメリカ下院議員に当選した25歳のフロイト⽒
とZ世代の応援者たち、台湾総統選に興味を⺬
す台湾の若者、政治に関⼼を持てない⽇本の若
者のインタビューの3つの動画を視聴
✔ なぜ選挙に⾏くことが⼤切かをスライドを⽤
いて解説

⑤アンケートの実施

模擬選挙の結果が⼤⼈の実際の投票結果
と異なっていたことで、アンケートにて
「⾃分の⼀票の⼤切さに気づいた」「若
者が選挙に⾏くことで結果が⼤きく変わ
ると分かった」という感想を多数もらえ
たことが何より嬉しかったです。少⼦⾼
齢化だから若者がどれだけ頑張って投票
しても意味がない、と無⼒感のある意⾒
が巷では散⾒されますが、⺠意は必ず反
映されるはず。⾼校⽣の皆にもこれから
政治について楽しく考えてほしいです
し、⾃分⾃⾝も周りの⼈を巻き込んで、
若者の政治参画をさらに活性化させたい

と思います。
(豊岡)


